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　OECD や CCR の枠組みや個々の要素の中身は今後の

国際的な議論の中で変化していくと考えられますが，共通

点として，(1) 単一ではなく複数の資質・能力の育成，(2)

情意特性や人間性などの非認知的な資質・能力の育成が

挙げられます。特に (2) については，知識やスキルだけで

なく，生き方を自ら選び取っていく力こそが，今後の世界

を生きていく中で必要と考えられていることが読み取れ

ます。

 　では，今の日本の学校教育は，今後の時代の変化に対応

可能なのでしょうか。

 　日本においては，学習指導要領改定のための論点整理

の中で CCR の枠組みの読み替えが行われているように，

そもそも複数の資質・能力を総合的に育成しうる枠組み

をもっていると考えられます。たとえば「生きる力」は，確

かな学力，豊かな人間性，健康・体力という知・徳・体の

バランスのとれた資質・能力を目指しているため，豊かな

人間性の面において，OECDの挙げる情意特性や，CCRの

挙げる人間性をカバーしうると考えられます。また，健康・

体力という面では，OECDの挙げるWell-Being もカバー

しうると考えられます。

 　現行の日本の学校教育の枠組みが，新しい時代に求め

られる資質・能力の総合的な育成をカバーしうるという

点は，今後の時代の変化に，日本の学校教育が対応できる

大きな可能性を示していると考えられます。

 　現在，OECDはキー・コンピテンシーの改定を目的に，

Education2030事業を行っており，日本は文部科学省・

東京学芸大学・東京大学が中心となって，事業に参加して

います。このうち，東京学芸大学では2030年に求められ

る資質・能力の検討や，資質・能力間の相互作用的な育成

の姿を検討するために，次世代教育研究推進機構を設置

し，OECDと共同研究を行っています。このような取り組

みによって，日本の学校教育の成果と課題，そして可能性

が世界の先行事例として活用されることで，日本の学校教

育が発展していくことが今後期待されます。
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